











































、 母は左衛門権佐藤原致忠の女であった （ 『尊卑分脈』






























































































四（上略）内裏には、陣に、陸奥国前守維叙、左衛門尉維時、備前前司頼光、周防前司頼親などいふ人々、みなこれ満仲 ・貞盛の子孫なり、おのおの武士〔 （梅沢本）武者〕ども数知らず多くさぶらひ、東宮の帯刀よ、滝口などいふ者ども夜昼さぶらひて、関を固めなどして、いとうたてあり。世には盗人あさりと言ひつぐるもいとゆゆし。 （下略）　
頼親は頼信と同じく、ａの大索に登場するのが初見であり、武者としての活躍が期待される存在であったことが窺わ














































































































寺別当定澄が面談を求めても、これに会おうとしていない。 『御堂関白記』 、 『小右記』によると、事態は次のように推移し、定澄が道長と会見する 、興福寺大衆が入京しそうになるところまで進展してしまう。




































































































































































































































































































九九七 ・ 一〇一三 ・ 一〇一四 ・ 一〇二一 ・ 一〇四二 ・ 一〇五三号） 。しかし、為頼と頼親の関係は一回目の大和守就任以前からのものと目されるので、やはり馬寮という官司、都での交流を介して成立したものと見るのがよいであろう。頼親郎等としては、その他に後述の散位宣孝や典薬允致親（史料ｍ・ｎ・ｐ） 、また「着
黒雄丸」と「同類」とされる大






















































































































はできず（ 『小右記』長和三年六月十七日条） 、長和四年（一〇一五）になって淡路守に就任した。 『今昔物語集』巻二十八第三十話「左京属紀茂経、鯛荒巻進
二大夫
一語」には、 「而ル間、茂経、宇治殿ノ盛ニ御マシケル時ニ参テ、贄殿












































































































しており、関白は頼通であったが、道長存命の頃とは頼親への庇護などが大きく変容していたようである。宣孝は五位なので、衣冠・乗馬のまま出頭し、左衛門府の弓場への拘禁という措置で済んだが、頼親には「傍下手人」 、即ち宣孝とともに道覚を攻撃した者の差し出 が命じられ、特に頼通 「傍下手人」も捕獲するまでは宣孝を拘禁し続け 旨を述べ、ｏでも下手人進上を指示しており、またｐでは典薬允致親を進上しないと、頼親の大和守を罷免するとまで迫っている。　
この事件の顚末は不明だが、頼親側が指示に従い、頼親は二回目の大和守を一応全うすることができたようである。





























































（ 『平安遺文』永承元年十一月二十八日大和国栄山寺牒） 。したがって信濃守は寛徳二年（一〇四五）までであったことになるが、ｑによると、この信濃守在任中の封物納入をめぐって、頼親は興福寺と紛擾を起こしている。即ち、頼親は長久四年と寛徳元・二年の三箇年の興福寺封物を未済のまま遷替し、後司である源経隆に進済すべき綸旨が下ったが、経隆は頼親が自身の病 り （任国に下向しないままか） 、 使者を派遣して三箇年分の官物を （京宅にか） 運上してしまったことを訴え、前司頼親が進済すべきことを主張した。この指摘には理があり、関白左大臣藤原頼通は頼親に進済を命じているのである。ここにも頼通の頼親に対する態度の一端が看取される。　
この信濃守時代の興福寺封物未済が進納されたか否かは不明であるが、受領としての頼親が官物押領に走り、かつ寺








































































































































































で、下家司と推定される僧元遠を新庄に下向・検注を行わせるという過程を経て（九月八日条） 、上からの立庄が完成している。本来の庄坪付は六十町であったが、在庁官人による確定作業を得て、周辺の土地との関係を調整した結果、九十余町の領域型庄園として認定がなされており ここに立庄 意味合いがあったと指摘される所以である。　
こうして成立した某庄は元来源頼成の寄進によるものであり、現状でも源頼治などの存在は無視できず、後述のよう
に、大和源氏は保元の乱の際に藤原忠実・頼長の武力として期待 から、今回の所領を介したつながりによって、摂関家との関係もより緊密になっていくものと推定される。こうした武士としての大和源氏の確立への道を歩むのは、頼治の祖父、頼親の次男頼房 系統であった。以下、この頼房から始めて、大和源氏 生成過程を明 かにしてみたい。　
頼房は史料ｒ・ｓの事件で、父頼親とともに興福寺と武力衝突し、隠岐国に配流されているが、これに先立って長元












七九一 ・ 八二五号、伊予・播磨・近江・周防 に関与） 、あるいは大和国における拠点の存在との関係で、東大寺とつながりを有していたのかもしれない。　








































下文案（ 『平安遺文』一一三二号）には、 頼俊が師実家の家司の一員として署名しており、 摂関家の家政を担う人材であったと見なされよう。　












































































































































































































































あったと解される。平常家は良文流、豊島・葛西の祖で、南北朝時代成立の史料であるが、 『源威集』には前九年合戦の時に「豊島平仗恒家」が活躍したと記されている。ｗによると、今回の騒動の首謀者と目される散位藤原基通は下野守源義家 面縛帰降 事件の詳細は不明であるが、頼俊は基通らと合戦し、国守の権威を裏付ける印鎰を奪取されたと見えるので、頼俊 国務への対捍が主因であり、前九年合戦後も陸奥国の情勢が不安定であったことが窺わ
二四
れる。　
藤原基通は源義家に随身して延久二年十二月三十日に上京しており（ 『扶桑略記』 ） 、翌年八月二十七日に陣定で罪名



























一〉 。 （下略） 」とあり、この年二月に源
師房が死去し、源氏筆頭公卿になった権大納言正二位源俊房に対して、頼俊が志送に努めていたことが窺われる。ちなみに、十月十三日条には前下野守義家、前陸奥守頼俊が相次いで俊房のところに参向しており、源氏長者の力添えも期待されていたと思われるが、 頼俊の任官は実現せず、 その点では延久二年合戦をめぐる義家の介入には大きな効果があったと言えよう。　
なお、 『中右記』寛治七年（一〇九三）七月三十日条の召合二番左方に登場した県直は「故陸奥守源頼俊郎等源六大
























































































































右方の豊原惟遠は累代の相撲人で、尾張国の小熊郡司 ・ 小熊権守を名乗る武士であり、県直とほぼ並行して右方の腋 ・




























































































































































































































































































































































































１に関して、 『保元物語』上「官軍方々手分けの事」 ・ 「親治等生捕らるる事」 （金刀比羅宮所蔵本） 、 「官軍方々手




１に依拠すべきであり、 そうすると、 親治はこれ以前から在京しており、 京内で捕獲されたと解するのが正しい。但し、











一者」 とあり、 信実らは乱の関与が明確で、 処断されている。これにより興福寺内部の権力構造にも変動があっ
たと思われ、ｚ─
２では信実は大和守藤原重能と結託して、むしろ寺僧の所領を国衙が収公するのを容認しており、大




































































は鎌倉にも訴訟を持ち込むが、関東下文を得ることはできず、また長者宣も得ることができなかったものの、藤氏長者交替毎に重治の は続いており 本家たる実賢、親治─頼基の庄司としての統治には不安定要素が残 である。　
以上、頼親の子頼房の系統を中心に大和源氏 展開過程を整理した。曩祖頼親の藤原道長への奉仕以来、頼通と 関
係には必ずしも円滑でない面があるが、 大和源氏は頼通─師実 師通─忠実─頼長と続く摂関家に奉仕している。 但し、頼親以来の摂津国豊島郡の本拠地も維持されており、 「大和」源氏と称されるような大和国へ 定着 宇野親治の時、
三四

























 藤原忠実・頼長に奉仕 保元の乱では未然 捕獲され、厳しい処罰を免れたか。宇野七郎と称し、弟基重らと宇野庄の領有を争い、保元三年の宣旨により 庄司の地位を得る。但し、親治─頼基と基重─重治 父子二代に亘る紛擾が続く。大和源氏宇野氏として定着。
　
以上のうちでは、頼俊が一つの画期になると思われる。頼俊までは受領の官途が維持され、四位・五位の諸大夫とし
て定着の可能性があった。頼親 「殺人上手」と称されたが、その子頼成は文章生から出仕しており、通常の官人社会への参入を企図していたようであり、 「武者種胤」として「兵の家」を興起する意志は明確ではなかったと考えられる。ただ、実際には頼親―頼房父子は権門寺院との紛擾で武力を発揮して配流になっており、彼らが奉 する摂関家も武力面での役割を期待していた。頼親の養子として家を継承した頼俊は、陸奥守として河内源氏に代わる勢力扶植の機会があり、頼親以来の摂津国の拠点との関係で、嵯峨源氏 系譜を引く渡辺党を郎等に 、武士の棟梁として飛躍 方向を模索している。しかし、これは河内源氏義家の介入によって失敗に終わり 渡辺党も義家、さらに後には摂津源氏の郎等として展開す ことになる。　









《治承・寿永内乱期の諸国源氏》京都…出羽前司光信〔美濃源氏国房流〕の子伊豆守光基・出羽前判官光長・出羽蔵人光重・出羽冠者光能（義）熊野…為義の子十郎義盛《行家》摂津国…多田蔵人行綱、多田二郎朝（知）実、手島冠者（同三郎）高頼、太田太郎頼基（ナシ、太田頼遠の孫）河内国…武蔵権守入道義基・子息石河判官義廉大和国…宇野七郎親治の子太郎有治・ 清治・三郎成治・四郎義治（三郎義治・四郎業治）近江国…山本・柏木・錦古里（利） 〔義光の孫義定の子山本義経とその子柏木義兼・錦織義高〕 （佐々木一党）美濃・尾張国…
 山田次郎重広（弘） 、河辺太郎重直・ （同三郎重房） 、泉太郎重光（満） 、浦野四郎重遠、安食（葦敷）重頼・其子太 資 助 木太（田）三郎重長、開田判官代重国、矢島先生重高（齋時） ・其子太郎重行（時清） 〔以上、満政流〕
甲斐国…




 岡田冠者親義・ （子岡田太郎重義） 、平賀冠者盛義・其子四郎義信（延） 、大内太郎維義（ナシ、義信の子） 、故帯刀先生義方（賢）の次男木曾冠者義仲
伊豆国…流人右兵衛佐頼朝常陸国…
 信太二郎先生義教（憲） 、佐竹冠者正（昌）義〔義光の子義業の子〕 ・其子太郎忠美・同三郎義宗・四郎高義・五郎義季
陸奥国…故左馬頭義朝の末子九郎冠者義経　
これらの中には河内源氏の系統の人々も多いが、彼らがそれぞれの地に定着していくのはやはり十二世紀前半であ

























レ勅発向追捕合戦、義明 ・ 季方等自害」 （ 『尊卑分脈』

































一也」 と記された出来事があり （ 『興












































































































































。大和源氏の郎等になった当麻氏は郡司か、 それよりも下 クラスの在地豪族であり 彼らを郎従化し、 その上に立っ
て各々の拠点に定着を企図する源氏の人々も、同様の二面性を発現しながら、在地勢力として勢威を確立することになるのであ 。ここ はいわば在地勢力の交替があり、武士は新たな社会集団、支配者 一員 の姿 発現 。但し、畿内 は従前からの豪族の特性もあり、国衙支配に参画す こと 志向するよりは、朝廷や中央中枢勢力との直接的な関係を背景に、在地で 勢威維持を図るという方途がとられ 。　
一方、畿外に関しては、例えば坂東では秀郷流藤原 や貞盛・繁盛流の常陸大掾氏、良文流の千葉氏・上総氏・三浦













































の、頼親の代から「大和」源氏という定型化された存在形態にあるのではなく、十二世紀前後の曾孫頼治の頃から宇野の地 拠点形成に努めていく様相を整理した。そこに至る階梯では、頼親の孫、頼治の父である頼俊までは、受領を歴任し、河内源氏の義家に対抗して武士の棟梁、遠国における勢力扶植を目指す方向があったが、その失敗により特定の地域に根ざした勢力 確立が選択されたという経緯が指摘でき 。　
このような在地勢力としての定着は、九世紀後半から顕著になる王臣家人の在地での活動を初現として、譜第郡領氏










津源氏一門」 （ 『史林』六七の六 一九 四年
、 『源満仲・頼光』
（ミネルヴァ書房、 二〇〇三年（
















認できる頼親は頼信の弟と解すべきことを指摘しているが、諸書に見え が二男、頼信が三男という位置づけには解決案を示しておらず、 親はやはり二 考えておきたい。
（
1（





























徒に攻撃されたとあるのは、国司館の所在 示すものではないとする。その理由 して、和田氏は源頼親の子孫が高市郡付近に田地を有していることと、 『尊卑分脈』 「住大和国豊島郡」とあるのは摂津国の誤記ではなく、 「豊島館」の誤記であって、 「 （軽
（
島豊」が「豊島」と記されたもので、軽＝高
市郡に国司館があったと解すべきであること どを指摘した上で、頼親以降、十一世紀中葉の段階 今国府に移転したと述べている。但し 後述のように、 郡の土地 の関係は頼親の段階から生じ いたか否か不明であり、やはり「住摂津国豊島郡」と訂正すべきであろう。
（
（1（









































































讃岐国の位置づけについては、土田直鎮 公卿補任を通じて見た諸国の格付け」 （ 『奈良平安時代史研究』吉川弘文館、一九九二年（を参照。
（
11（



































































拙稿ａ「 『因幡国伊福部臣古志』と因幡国の相撲人小考」 、 ｂ「古代土佐国・讃岐国の相撲人」 （ともに註（
1（
書
（。なお、郡
司氏族の国衙への転身に関しては、拙稿ｃ「国書生に関する基礎的考察」 （註（
1（書（を参照されたい。
（
11（
義江彰夫『鎌倉幕府守護職成立史の研究』 吉川弘文館、二〇〇九年
（、三好俊文「守護領・守護所と播磨国府」 （入間
田宣夫編『日本・東アジアの国家・地域・ 間』二〇〇一年
（
など。
